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華の浦施設拠点（はなのうらを含む） 令和６年度事業計画 

 

その人らしさを大切に  ～ みんなの笑顔のために ～ 
 

－ 第四次中期経営計画における基本目標の実現に向けて － 
 

◆利用者の立場に立った「選ばれる施設づくり」 

 利用者・児の意思や要望を重視し、一人一人が毎日を楽しく暮らせるように、質の高いサービス

を提供します。医療を必要とする利用者・児へ、安心・安全に配慮した専門性の高いサービ

スを提供し、利用者・児、家族、地域社会から信頼され選ばれる施設づくりを推進します。 

◆地域から信頼される「地域とともに歩む施設づくり」 

 地域との連携を深めていくため「ともに歩む」視点を大切にし、利用者・児が地域の一員として

主体的に関り、お互いに協力体制を築き、施設にも地域にも有益になる取り組みを推進します。 

◆自立的経営を目指す「経営の基盤づくり」 

 「人財の確保、定着、育成」に向け養成校等からの実習生を積極的に受け入れ、多様な人財の確

保に努めます。また、適正な職員配置を継続することにより安定した収益を確保します。 

  

 

選ばれる施設づくり 

「第四次中期経営計画（Ｒ６～Ｒ10）における重点的取組」の推進 
 

 中期経営計画で 

目指すべき方向 

利用者・児が主役になれるよう、毎日の暮らしを楽しいと感じる

活動を提供するとともに、医療を必要とする利用者・児への専門

性の高いサービスを提供します。 

取 組 事 項 ① 利用者・児の意思や要望を重視したサービスの提供 

 

目 標 項 目 

意思決定支援会議の開催 

華会、にじの会の開催 

夢プラン（個別外出）の実施 

今年度の目標 

意思決定支援会議の開催 2回／年 

にじの会の開催 1回／月 

夢プラン（個別外出）の実施 1人：2回／年 

取 組 事 項 ② 医療的ケア体制の充実 

 目 標 項 目 認定特定行為業務従事者の一定数確保 

今年度の目標 認定特定行為業務従事者研修受講1人以上（常時９人以上の確保） 
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＜サービスの質の向上＞ 

  ■医療的ケアの提供体制の確保・充実  重点的取組：再掲  

具体的取組 認定特定行為業務従事者研修修了者の増 

今年度の目標 1人以上受講（常時９人以上の確保） 

■利用者の意思決定の尊重  重点的取組：再掲  

具体的取組 意思決定支援会議の開催 

今年度の目標 決定結果を支援計画へ反映（2回／年） 
    

具体的取組 意思決定支援ガイドラインに沿った対応 

今年度の目標 利用者本人、家族、関係職員等の協力体制の下、利用者の最善の利益を検討 

■高い専門性を確保したサービスの提供  

具体的取組 強度行動障害支援者養成研修（基礎）の受講 

今年度の目標 1人以上受講 
 

具体的取組 強度行動障害支援者養成研修（実践）の受講 

今年度の目標 1人以上受講 

■虐待の防止 

具体的取組 職員への虐待防止セルフチェックの実施 

今年度の目標 職員への虐待防止アンケートを実施（１回／年） 
 

■感染症予防の徹底 

具体的取組 スタンダードプリコーションの徹底 

今年度の目標 個人防護具（PPE）着用の研修を実施（１回／年及び随時） 
 

具体的取組 ＢＣＰ及び対応マニュアルに基づく体制等の整備 

今年度の目標 ＢＣＰに基づく備蓄等の平常時の措置と計画の見直しを実施 

■事故の未然防止 

具体的取組 リスクマネジメント委員会の実施 

今年度の目標 リスクマネジメント委員会を開催（定期３回／年及び随時） 
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〈運営に係る透明性の確保＞ 

■情報の公表 

具体的取組 ホームページ等を活用した積極的な情報の発信 

今年度の目標 短期入所の空状況や、利用者の日常生活の様子を発信 

■施設サービスへの理解促進 

具体的取組 感染症等のリスクを考慮した面会の実施 

今年度の目標 感染症のリスクがある時は、WEB面会等工夫しながら家族等の面会を促進 
 

具体的取組 家族会等による交流機会の確保 

今年度の目標 感染症の状況を観察しながら家族等の交流を促進 

 

＜満足度の確保＞ ※施設独自設定項目 

■児者併設施設としての魅力発揮 

具体的取組 児者併設施設としての魅力を最大限発揮 

今年度の目標 利用児と利用者が生活の中で楽しく交流できるよう雰囲気づくりを実施 

 

 

地域とともに歩む施設づくり 

＜地域社会への貢献＞ 

■公益的な取組の実施  

今 年 度 の 取 組 

・『防府市社会福祉法人地域公益活動推進協議会』におけるパンフレットの作成 

・民生委員を対象とした介護教室の開催 

■セーフティネット機能の発揮 

具体的取組 関係機関との連携強化 

今年度の目標 
関係機関との連携を図り、一時保護児童や緊急の短期利用者の積極的な受入れ

を実施 
 

具体的取組 受入れ体制及びマニュアル等の整備 

今年度の目標 災害時要配慮者の受け入れ要請があった場合は可能な限り受入れを実施 

■福祉人財の活用 

具体的取組 福祉人財を活用した地域活動への参画 

今年度の目標 小学校の福祉体験学習へ職員を派遣 
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＜交流機会の確保＞ 

  ■地域への施設機能の積極的な開放 

具体的取組 地域への施設の開放 

今年度の目標 ホームページや広報誌でＰＲし、地域交流室や会議室の貸出しを実施 
 

具体的取組 ボランティア団体等の受入れ 

今年度の目標 
施設の行事等においては、地域住民や関係団体、学生などのボランティアの受

入れを実施 
 

具体的取組 地域活動への積極参加 

今年度の目標 新田地区の文化祭などに利用児・者と職員が参加 

 

＜関係機関との連携＞ ※施設独自設定項目 

■関係機関・団体とのネットワークづくり 

具体的取組 防府市社会福祉法人地域公益活動推進協議会との連携 

今年度の目標 定例会に参加し、地域のネットワークを構築 

 

 

経営の基盤づくり 

＜稼働率等の目標＞ 

事業区分 今年度の目標数値 備 考 

施設入所支援 95％ 

稼働率 生活介護 95％ 

短期入所 30％ 

相談支援 36件 月平均計画作成・モニタリング数 

障害児施設入所 95％ 
稼働率 

放課後等デイサービス 92％ 
 

 

＜収益の確保＞ ※施設独自設定項目 

■適正な職員配置 

具体的取組 適正な職員配置 

今年度の目標 者施設の職員配置を1.7：1で継続することにより安定した収益を確保 

 

 


